
調
査
報
告
五
十
三

山
岸
文
庫
に
は
『
左
京
大
十

ま
ず
書
誌
の
概
略
を
記
す
。

○
外
箱
桐
材
、
小
口
に
旧
蔵
者
の
も
の
と
覚
し
い
貼
紙
が
あ
り
、
「
乙
四
六
九
／
左
京
／
太
夫
集
／
真
性
／
法
親
王
／
真
翰
」
と
あ
る
。

「
乙
」
の
下
に
「
大
六
」
朱
円
形
印
を
押
す
。

○
内
箱
桐
材
、
か
ぶ
せ
蓋
、
黒
漆
塗
り
。
中
央
に
金
泥
で
、
「
左
京
大
夫
集
空
性
法
親
王
真
翰
」
と
打
ち
つ
け
書
き
。

鶴
・
蝶
・
花
な
ど
を
織
り
出
し
た
白
絹
の
布
に
包
ま
れ
た
一
帖
を
収
め
る
。

○
左
京
大
夫
集
一
帖

写
本
、
縦
二
一
・

解
題

山
岸
文
庫
蔵
「
左
京
大
夫
集
』
影
印
・
解
題

『
左
京
大
夫
集
』
の
古
写
本
一
冊
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

、
四
糎
、
横
一
四
・
一
糎
。
列
帖
装
。
料
紙
は
唐
草
紋
様
な
ど
を
雲
母
刷
し
た
厚
手
の
斐
紙
。
料
紙
五
枚
を
重
ね
て
二
つ

小

島
孝
之
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さ
て
、
内
箱
に
は
「
空
性
法
糾
王
真
翰
」
と
あ
る
が
、
空
性
は
『
本
朝
皇
胤
紹
連
録
』
に
よ
れ
ば
、
陽
光
院
の
第
二
皇
子
で
後
陽
成
院
の
同

母
弟
で
あ
る
。
「
二
品
。
大
覚
寺
。
還
俗
号
二
随
庵
一
」
と
も
あ
り
、
『
諸
門
跡
譜
』
「
大
覚
寺
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
「
陽
光
院
御
子
。
母
后
新

上
東
門
院
。
勧
修
寺
内
大
臣
晴
秀
公
女
。
還
俗
号
二
瑞
庵
一
・
腿
安
三
庚
災
八
廿
五
莞
。
七
十
八
歳
。
」
と
あ
る
。
こ
の
空
性
の
真
筆
で
あ
る
な
ら

ば
、
安
土
桃
山
か
ら
江
戸
初
期
の
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
内
箱
の
筆
者
名
が
何
に
基
つ
く
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
「
随
庵
」
筆
と
い

う
伝
承
を
も
つ
色
紙
な
ど
は
古
筆
手
鑑
類
の
中
に
散
見
さ
れ
る
が
、
確
実
な
も
の
は
多
く
な
い
。
伏
見
宮
家
旧
蔵
『
短
冊
手
鑑
』
に
、
「
空
性
」

の
署
名
の
あ
る
短
冊
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
で
は
似
て
い
る
点
も
あ
る
が
、
別
筆
と
見
る
べ
き
点
も
あ
り
、
料
紙
、
書
風
と
あ

わ
せ
て
見
る
と
、
鎌
倉
中
期
、
下
っ
て
も
鎌
倉
末
期
の
書
写
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
箱
と
装
丁
と
は
後
補
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

「
左
京
大
夫
」
す
な
わ
ち
藤
原
顕
輔
の
歌
集
は
、
現
在
二
一
本
が
知
ら
れ
て
お
り
、
『
私
家
集
大
成
中
古
Ⅱ
』
の
解
題
（
井
上
宗
雄
氏
執

筆
）
が
簡
に
し
て
要
を
尽
く
し
て
い
る
。
同
解
題
に
よ
れ
ば
、
『
左
京
大
夫
集
』
の
諸
本
は
す
べ
て
同
一
系
統
に
属
し
、
奥
書
か
ら
三
類
に
分

類
さ
れ
る
と
い
う
。
第
一
瓶
は
寛
元
四
年
の
真
観
の
奥
書
を
有
す
る
本
で
、
現
存
一
一
本
が
こ
れ
に
相
当
す
る
と
さ
れ
る
。
第
二
類
は
こ
の
第

一
類
本
の
真
観
奥
書
に
続
け
て
、
本
文
中
に
少
食
不
審
か
あ
る
旨
を
追
記
し
た
本
で
、
第
一
類
本
か
ら
の
写
本
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
現
存
の
六
本
が
相
当
す
る
と
さ
れ
る
。
第
三
類
は
そ
の
他
を
一
括
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
群
吾
類
従
本
は
、
「
右
左
京
大
夫
顕

輔
卿
集
以
両
本
校
合
了
」
の
奥
書
を
有
し
、
三
首
の
欠
脱
と
四
三
首
の
後
補
を
も
つ
特
異
な
本
で
あ
る
が
、
後
補
部
分
を
有
す
る
点
で
第
二
類

の
中
の
文
化
十
年
板
本
と
の
近
さ
を
想
定
さ
せ
る
本
で
あ
る
。
ま
た
、
御
所
本
は
、
「
以
大
宮
三
位
本
乞
書
留
」
と
い
う
奥
書
を
有
し
、
第
一
、

折
り
に
し
た
一
○
丁
を
一
括
り
と
し
て
、
三
括
り
三
○
丁
。
表
紙
は
深
草
色
、
金
欄
で
二
重
枠
内
に
竜
・
騏
麟
紋
様
の
あ
る
亀
甲
地
紋
の

豪
華
な
装
丁
。
見
返
し
は
金
箔
。
綴
糸
は
切
れ
て
い
る
。
本
文
は
最
初
の
一
丁
遊
紙
で
、
墨
付
二
九
丁
。
一
首
二
行
、
一
面
一
○
行
書

き
。
題
叢
は
な
く
、
外
題
、
内
題
と
も
に
な
し
。

－oワ1－
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二
類
本
と
同
じ
知
家
本
か
ら
の
伝
写
本
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
に
対
し
て
、
伊
達
文
庫
本
と
野
上
文
雄
氏
所
蔵
本
と
は
奥
書
が
な

い
。
野
上
本
は
内
容
的
に
は
御
所
本
と
二
、
三
の
少
異
し
か
な
い
全
く
の
同
類
本
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
注
１
）

こ
の
顕
輔
の
歌
集
の
伝
本
の
系
統
分
類
は
、
福
崎
春
雄
氏
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
第
三
類
に
含
ま
れ
て
い
る
伝
本
の
う

ち
、
伊
達
本
は
独
自
誤
写
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
系
統
図
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
迷
い
、
そ
の
配
置
を
保
留
さ
れ
て
い
る
。
群
言
類
従

本
も
校
合
本
ゆ
え
位
置
づ
け
が
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
第
一
類
本
と
第
二
類
本
の
混
態
本
と
い
う
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対

し
て
、
御
所
本
と
野
上
本
は
他
の
諸
本
と
は
異
な
る
点
が
多
く
、
か
つ
二
本
間
で
は
共
通
す
る
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
特
徴
が
あ
り
、
第
一
・

第
二
類
本
と
は
別
系
統
の
知
家
本
の
流
れ
を
引
く
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

（
注
２
）

と
こ
ろ
で
、
野
上
本
は
中
川
芳
雄
氏
に
よ
る
翻
刻
が
あ
り
、
翻
刻
本
文
に
表
紙
を
含
め
て
十
面
分
の
写
真
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
、
中
川
氏
を
は
じ
め
、
福
崎
氏
も
井
上
氏
も
こ
の
本
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
奥
書
も
な
い
こ
と
か
ら
慎
重
に
言
及
を
避
け
て
き
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
写
真
版
に
よ
る
判
断
で
は
心
も
と
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
料
紙
の
装
飾
、
筆
力
な
ど
か
ら
み
て
、
鎌
倉
時
代
中
期
を
下
ら
な
い

古
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
野
上
本
の
類
の
本
文
は
、
も
っ
と
重
視
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ブ

Q
O

山
岸
本
の
本
文
は
野
上
本
と
ほ
と
ん
ど
同
文
で
、
全
く
の
同
系
統
本
で
あ
る
。
左
に
そ
の
要
点
を
記
す
。

１
、
本
文
は
漢
字
・
仮
名
の
区
別
は
も
と
よ
り
、
異
体
字
の
使
い
分
け
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
特
に
仮
名
の
「
こ
「
ミ
」
「
｜
こ
な
ど
の

使
用
箇
所
は
ほ
ぼ
完
壁
に
一
致
し
て
い
る
。
「
歌
」
と
「
吾
」
の
使
い
分
け
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

２
、
ミ
セ
ヶ
チ
に
よ
る
修
正
や
傍
記
ま
で
完
檗
に
一
致
し
て
い
る
。

３
、
集
付
が
歌
頭
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
一
・
第
二
類
本
と
野
上
本
の
間
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
山
岸
本
は
野
上
本
と
一
致
す
る
。
唯

一
の
相
違
箇
所
は
妬
番
歌
に
、
山
岸
本
の
み
「
金
」
と
あ
り
、
野
上
本
に
は
な
い
。
こ
の
歌
、
金
葉
集
二
度
本
艶
番
に
入
集
し
て
い
る
の

ワ ワ ワ ー
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以
上
の
よ
う
に
、
野
上
本
と
山
岸
本
の
相
違
箇
所
は
、
４
項
の
「
郭
公
」
「
ほ
と
上
き
す
」
の
違
い
以
外
に
は
概
ね
一
方
の
誤
写
と
断
ず
る

こ
と
が
出
来
、
両
害
の
一
致
度
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

野
上
本
も
写
真
版
で
見
る
限
り
で
は
あ
る
が
前
述
の
よ
う
に
鎌
倉
中
期
ご
ろ
の
写
本
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
野
上
本
と
山
岸
本
と
は
「
左

（
注
３
）

京
大
夫
集
」
の
伝
本
の
中
で
は
抜
群
に
古
い
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
、
こ
奴
と
は
別
系
の
古
本
と
し
て
重
視
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。

9加
、
川
番
歌
『

、
、
川
番
歌
暑

写
で
あ
る
。

４
，
２
番
歌
・

表
記
の
違
い

５
、
”
番
歌
、

で
あ
ろ
う
。

６
、
豹
番
歌
詞
書
の
、
野
上
本
「
前
左
衛
佐
」
が
山
岸
本
「
前
左
術
門
佐
」
。
こ
れ
は
野
上
本
の
書
き
落
し
で
あ
る
。

７
、
拠
番
歌
、
野
上
本
「
さ
し
も
や
入
ま
し
」
の
オ
ド
リ
字
「
入
」
が
山
岸
本
は
「
い
」
ま
た
は
「
ご
と
読
め
る
文
字
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
山
岸
本
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
。

８
、
師
番
歌
、
野
上
本
「
こ
入
の
へ
一
こ
が
山
岸
本
「
ミ
の
へ
一
こ
。
山
岸
本
が
「
こ
坐
」
を
一
字
の
よ
う
に
言
い
て
し
ま
っ
た
誤
り
で
あ

る
○

-示
一

、

馴
番
歌
詞
書
、
野
上
本
「
和
吾
題
十
五
日
」
は
山
岸
本
「
和
寄
題
十
五
首
」
。
野
上
本
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

川
番
歌
詞
書
、
野
上
本
「
稲
舂
」
は
山
岸
本
「
稲
舂
奇
」
。
野
上
本
の
書
き
落
し
と
見
ら
れ
る
。

川
番
歌
詞
書
、
野
上
本
「
長
岑
山
小
松
」
の
「
山
小
」
の
二
字
を
山
岸
本
は
一
字
の
よ
う
に
く
っ
つ
け
て
書
い
て
お
り
、
山
岸
本
の
誤

野
上
本
の
書
き
落
し
で
あ
ろ
う
。

杳
歌
・
９
番
歌
で
野
上
本
「
郭
公
」
と
あ
る
の
を
、
山
岸
本
は
「
ほ
と
上
き
す
」
と
仮
名
書
き
す
る
。
こ
れ
は
両
耆
の
間
の
唯
一
の

の
違
い
で
あ
り
、
何
故
こ
こ
だ
け
が
違
う
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

番
歌
、
野
上
本
「
よ
か
れ
か
ち
な
る
」
が
山
岸
本
「
よ
か
れ
う
ち
な
る
」
。
こ
れ
は
「
か
」
の
仮
名
「
可
」
の
書
き
誤
り
か
読
み
違
い

J1句f､
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（
注
）１

福
崎
春
雄
「
顕
輔
集
の
伝
本
と
問
題
点
」
（
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
鏥
号
、
昭
和
団
年
７
月
）

２
中
川
芳
雄
「
左
京
大
夫
集
（
野
上
本
）
解
説
と
翻
刻
」
（
『
静
岡
女
子
大
学
国
文
研
究
』
第
４
号
、
昭
和
妬
年
３
月
）

３
校
正
中
に
送
ら
れ
て
来
た
「
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
」
第
三
期
の
刊
行
案
内
に
よ
る
と
、
外
題
と
奥
書
と
本
文
の
一
部
が
定
家
の
筆
に
な
る
左
京
大
夫

集
が
影
印
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
広
告
中
に
示
さ
れ
た
説
明
に
よ
る
と
、
書
陵
部
本
（
御
所
本
）
と
同
じ
奥
書
を
持
つ
と
い
う
か
ら
、
こ
の
時

雨
亭
文
庫
本
が
現
存
す
る
最
古
本
で
あ
っ
て
、
第
三
類
本
で
あ
り
、
か
つ
、
第
一
・
二
類
本
と
も
接
点
を
持
つ
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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